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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　栗林氏の博士論文研究は，スポーツ心理学と臨床心理学の領域にわたるものであるが，基盤となる視点は
認知行動療法から着想を得たものであり，その学術的な位置づけが博士論文中に明示されている。臨床スポー
ツ心理学は2000年代後半に体系化された比較的新しい学問領域であり，特に日本において行われた実証研
究としては先駆的な研究である。栗林氏は自身が第一線で活躍したテニス選手であり，後進を育成するコー
チでもあったことからジュニア選手の競技不安の問題に注目し，卒業論文から博士論文に至るまで一貫して
ジュニア選手への認知行動療法の応用に取り組んできた。研究者，実践家，アスリート，コーチといった多
角的な観点からこの問題にアプローチすることのできる，稀有な人材であるといえよう。
　論文内容の要旨において述べたように，スポーツ心理学と臨床心理学にはそれぞれに研究の蓄積が既に存
在する。しかしながら，この２つの領域の学問的交流はあまり活発ではなく，蓄積された知見が相互に研究
の新たな展開をもたらす機会はこれまで限られていた。栗林氏はジュニア選手の競技不安というテーマを通
じて２つの領域の相互作用を引き起こし，心理学的な支援のあり方にイノベーションをもたらした。本博士
論文における研究は，ジュニア選手を対象とした丹念なデータ収集の積み重ねによって実現されており，そ
の手堅い研究姿勢は評価に値する。
　競技不安というスポーツ心理学の伝統的な課題に対して，不安症の認知行動療法という臨床心理学のソ
リューションが有望であることを示した点は，本博士論文における最も重要な貢献と言える。不安症の認知
行動療法は，若年者を対象とした心理療法の中でも最も優れたエビデンスを持つ代表的な技法であるが，ア
スリートに焦点を当てた研究は限られていた。本博士論文では単に既存の認知行動療法の視点をアスリート
にそのまま当てはめるのではなく，スポーツの文脈への深い理解と丁寧なデータ収集に基づく手法がとられ
ており，スポーツ心理学と臨床心理学のいずれの領域に対しても説得力のある知見をもたらすことを可能に
した。
　本博士論文に含まれた各研究は国内外の主要学会において精力的に発表され，栗林氏の学会発表は26回（う
ち国際学会は11回），シンポジウム登壇は６回に及ぶ。学術論文は７本が出版されており，うち３本は学会
誌に掲載された査読つき論文である。栗林氏は日本学術振興会特別研究員として博士論文研究を遂行してき
たが，多様なスポーツ種目におけるメンタルトレーナーや，精神科クリニックの心理士としての実務にも携
－ 3 －
わってきた。大学院在学中に臨床心理士の資格を取得しているほか，公認心理師の国家試験にも既に合格し
ている。４月からは信州大学教育学部の特任講師として採用が決まっており，研究，教育，実践の各方面に
おいて一層の活躍が期待される。
　今後の課題として，口頭試問では日本と海外のジュニアスポーツの文化的差異の問題が指摘された。日本
では多くのジュニア選手が部活動に所属してスポーツに取り組んでおり，海外におけるジュニア選手のス
ポーツ環境との違いが，認知変数の内容に影響を及ぼしている可能性について検証が必要であることが議論
された。また，本博士論文で提案された認知行動療法プログラムの最終的な評価は，複数の効果研究による
批判的検証を経て定まるものであることが確認された。栗林氏はこれらの重要な課題に十分な理解を示し，
今後の研究における明確な方向性について回答がなされたことを付け加えておきたい。
　栗林氏は2019年１月25日に本博士論文の公開発表を本学 F 号館で行った。審査委員会は本博士論文を慎
重に審査し，また2019年１月25日に第４別館で実施した口頭試問における結果と，学会や実践現場等におけ
る諸活動から総合的に判断し，栗林千聡氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさわしいとの結論に達
したのでここに報告する。
